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 新しい元号が発表となった４月１日。 

 和楽会の辞令交付式を行いました。新入職員を迎え、部署異

動・人事異動などもあり、新たな和楽会のスタートを切りました。 

 また、この日には和楽会の永年勤続者表彰も併せて行い、勤

続５年、１０年、２０年を迎えた職員へ、伊藤理事長から賞

状と記念品が授与されました。 

 この４月から、新しい人事制度が始まり、職員が働きやすい職

場環境を作る取り組みとして、「短時間正社員制度」を導入しま

した。変わっていく生活環境の中で、柔軟な勤務形態を実現し、

長く和楽会の職員として働いてほしいとの願いを込めています。 

 新しい年も、笑顔でがんばってまいります！！ 

 奥畑地区の桜が、今年も見事に咲き、

昨年植えたチューリップも咲き揃い、和楽

荘も春を迎えました。 

 現在は桜も花を終え、新緑の時です。 

四季折々、様々な風景を感じられる

和楽荘へ、ぜひ遊びに来てください。 

 お待ちしております。 

               夜間に火災が起きた と想定した避難訓練を 

行いました。宿直員と夜勤者が大きな声で避難 

誘導をしたり、消火器を持って走ります。 

 その後は、伴学区町内会連合会・奥畑町内会

の皆様と、土砂災害を想定した避難訓練を行い 

ました。避難訓練の後、土のう積み訓練・消火器操作訓練も、一緒に行いました。 

 実際に災害が起きた時、私たちはたくさんのご入居者様を守らなくてはなりません。 

私たちだけでなく、こうして奥畑地域の皆様にもお力を貸していただける事は、本当に

心強く、ありがたい事だと思っております。 

 これから雨の季節がやってきます。これまで以上に災害への備えを万全にしていきたい

と思います。 

http://warakusou.or.jp/
mailto:info@warakusou.or.jp


 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域包括支援センターとは 

 高齢者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい生活を継続できるよう、介護・保健・福祉の専門職がチームとなって、 

高齢者および家族・地域からの相談の受付や、高齢者の見守り、高齢者の権利を守る取り組み、心身の状態に合わせた

支援を行う、高齢者の総合的なサービスの拠点です。 

必要に応じて訪問もいたしますので、 

お気軽にご相談ください。 

社会福祉士 小田 尚 主任 

 誰もが安心して暮らせる、住みよい地

域を共に作りましょう！ 

主任介護支援専門員 下原洋二 副主任 

どんな小さな事でも気軽にご相談ください！ 

がんばります！！ 

主任介護支援専門員 西山 百合 

皆様のお気持ちに寄り添える介護支

援専門員を目指しています。 

社会福祉士 門野 友美 

ポジティブシンキングで地域の

皆様のお役に立てるようがんば

ります！ 

社会福祉士 松本 祐二 

地域で介護予防に取り組める

場所づくりをしています。 

よろしくお願いします！！ 

介護支援専門員 田中 素子 

地域の皆様から気軽に声をかけて

もらえるように笑顔でがんばります。 

介護支援専門員 樋野村 恵子 

日々勉強で笑顔忘れずがんばり

ます！！ 

 センター長 正木 元一朗 
 

新しい時代「令和」が始まりました。

「令和」には「人々が美しく心を寄

せ合う中で、文化が生まれ育つ」と

いう意味が込められています。 

 地域に「“美しく心を寄せ合う”つ

ながり」がたくさん出来るよう、地域

の皆様の声に耳を傾け、呼び掛け

ていきたいと思っています。 

よろしくお願いいたします。 

看護師 河野 由香 
 

 令和元年５月１日から、地域

包括支援センターで働かせていた

だく事になりました、河野と申しま

す。今まで訪問看護師として働い

ており、包括支援センターでの仕事

は初めてですが、地域の方々の手

助けができるように頑張っていきた

いと思います。 

よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

編集後記 
 

 令和元年。 

新しい年が始まりました。 

和楽荘には、現在１０

５歳をお迎えになられたご入

居者様がおられます。戦争

や高度経済成長期、バブル

崩壊など、様々な時代背景

の中を生きて来られた方の

現在に寄り添えるのは、本

当にありがたい事だと思って

います。これからも健康で楽

しく、和楽荘で過ごしていた

だきたいと思っています。 

平成は「戦争のない時

代」でした。新しい令和の時

代は、どのような時代となる

のでしょうか。穏やかで優しい

時が流れていくことを、心から

願って・・・令和初の和楽荘

だより、４７号をお届けいた

します。 

ヘルパーはご利用者様のお宅の

冷蔵庫の中身を見て、メニュー

を決め、料理をしています。 

ヘルパーさんが作る美味しい料

理をご紹介します！ 

 デイサービスから 4月 1日付で居宅介護セ

ンター和楽荘に異動になりました山口です。

地域包括支援センターでの勤務を含めると、

和楽荘での勤務は 8年目に突入しました。 

 「今までの経験を活かして」というよりは、

真っ白な気持ちでゼロから色々学ばせていた

だけたらと思っております。 

 ご利用者様が住み慣れた地域で、住み続

けて行けるよう微力を尽くしていきたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 おめでたい令和元年5月1日に入社しまし

たので、大喜利でご挨拶を。 

「れ」＝連携第一 

「い」＝いつでも親切 

「わ」＝和楽荘なら安心です。 

 新しい時代が、皆様にとって幸多いものにな

りますように。 

 申し遅れました、私は前山でも横山でも 

ない、後山でございます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

  今日もご利用者様のお宅で、夕食作りをするヘルパーさん。冷蔵庫

から少ししなびかけた、ほうれん草と大根を見つけました。 

ほうれん草はさっと湯がいて、オムレツの付け合わせと白和えに。大根は

冷蔵庫にあった、竹輪やニンジンたちと一緒に煮物に仕上げます。最後に

ふわふわのオムレツを作って、完成です！ 

彩りも栄養バランスもバッチリの夕食です。どうぞ召し上がれ。 

本日のお品書き 
・オムレツ 
・大根の煮物 
・白和え 

 ヘルパーさんは、毎日様々な場所へ訪問します。 

 「訪問の途中に、面白い物や綺麗な風景に出会えるんですよ」と、渡辺主

任から写真を見せて貰ったので、ご紹介します。 

 左は桜満開の桜ヶ峠です。地域の方が丁寧に育てた美しい桜並木です。 

 右の石・・・これ何に見えますか？ET に見えませんか？？ 

まだまだ面白いものがあるそうなので、随時ご紹介していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

３月より特養で働かせていただいている、野村磨寸人

（のむら ますと）と申します。変わった名前なので、覚え

ていただきやすいかと思います。 

これまで他の法人で働いておりました。その経験を活か

し、皆さんの生活のお役にたてるよう頑張りますので、よろ

しくお願いします。 

4月 8日に造幣局へお花見に行きました。 

毎年の恒例行事となっていますが、去年と同様に今年も良い天気に恵まれ、絶好の

お花見日和でした。ほとんどの桜は遅咲きの八重桜でしたが、中には早咲きの桜が咲い

ており、見事に咲いた満開の桜を観て、口々に「綺麗じゃねぇ」「よう咲いとるねぇ…」と、

とても喜ばれ、お花見を楽しんでおられました。 

 紫苑ユニットのご入居者様が、一ヶ月かけて作ら

れた「ベスト」です。 これまでいくつも作品は作られ

ていますが、ベストは初めての挑戦で、納得がいく

まで何度もほどいては編み直し、完成されました。 

 お部屋を覗くと、「出来たんよ～」と嬉しそうに見

せてくださいました。次はどんな素敵な作品が出来

るのか、みんなで楽しみにしています。 

 ショートステイのご利用者様の中で、折り紙が大好きな方が集まっ

て、お好きな折り紙を楽しまれています。 

 それぞれに折り方を見せ合いながら、新しい作品に挑戦してみたり、

お部屋に戻ってお一人で楽しまれたりと、その日その時で楽しみ方は

様々ですが、出来上がってくる作品はどれも細やかで素晴らしい物ば

かりです。作られた作品は、ユニットに飾らせていただいています。 

いつもユニットを華やかにしていただいて、ありがとうございます。 



 

 

 

 

 今年からご入居者様へお誕生日プレゼントを和楽荘よりお贈りする事になり、４月２

２日に、４月のお誕生日会を開催し、施設長より祝辞、感謝状の授与、そしてプレゼ

ントの贈呈が行われました。 ４月生まれの方を代表して、最高齢１０５歳の山田 

芳美様にご挨拶いただきました。みんなでお誕生日の歌を歌い、和やかなムードの中で

お誕生日ケーキが登場し、ローソクの火を吹き消していただきました。 

感動で目を潤ませる方もいらっしゃるほど、皆様とても喜んでくださり、終始笑顔でお誕

生日会を楽しみました。 

感動とありがとうの想いと共に、これからも笑顔で長生きしていただきたいと、職員一同

心より願っております。 

 ４月からデイサービスに異動に

なりました、岡田千恵です。 

 デイサービスで働く事になり、緊

張や不安もありますが、利用者

様と一緒に楽しんでいければと思

っています。 

 見かけたら気軽に声をかけてく

ださい。よろしくお願いします。 

生活相談員 岡田 千恵 

 ４月より副主任として勤務させていた

だくことになりました、田中香織です。 

 和楽荘での勤務は６年目に入りま

す。現在は看護職員兼機能訓練指

導員として、日々がんばっています。 

 これからも職員同士温かく思いやりを

持ち、『和楽うデイサービス』を目指して

励んでいきたいと思います。 

 副主任  田中 香織 

  平成から、令和に元号が変わり、職員も新たな気持ちでがんばっています。 

今年度も法人の理念である、３つの和を基本とし、デイサービスの理念である、 

「和む・楽しむ・笑う」事業所を、より充実させていきたいと思っています。 

『デイサービスに行くなら和楽荘』と言っていただけるよう、これからも精進してまいります。 

和楽荘通所介護事業部  次長  角鼻 克則 

おひな様作り 

膨らませた風船に紙を貼り、それぞれ

顔や着物、髪の毛を付けました。 

カブト作り 

紙でカブトを折り、飾りをつけました。 

童心に返りカブトを被ってハイポーズ！ 

カープの壁画 

お花紙を丸めて貼っています。３か月

以上をかけ、完成いたしました。 



 

 福岡出身のシンガーソングライター 山口 笑加様が来荘され

ました。歌で皆さんを元気づけたいと、豪雨災害にあった奄美大

島へ出向き、コンサートを開かれた山口様。 

 今回ご縁があり、和楽荘にも来ていただく事となりました。 

 失われつつある日本の四季の歌をはじめとして、懐かしい子守

歌や、ご自身の旅のエピソードなどを元に作曲されたオリジナルの

曲など、素敵な曲をご披露いただきました。 

 優しく美しい澄んだ歌声と、おしゃべりに癒されるひと時でした。 

 デイサービスには、たくさんのボランティアさんが来てくださっています。 

今回も素敵な方々がお越しくださいましたので、一部ですがご紹介させていただきます。 

 篠笛奏者の梶川 純司様と、 

津軽三味線奏者の川本 高虎様が、 

和楽荘へ来てくださいました。 

 梶川様のソロ演奏から始まったコンサートは、川本様が加

わられると、一段と迫力を増していきます。 

 篠笛と三味線で様々なジャンルの楽曲を演奏されるので

すが、「ロック三味線」の名前のとおり、熱く盛り上がる演奏で

した。 ご利用者様もノリノリで、曲に合わせて手拍子や、身

体を動かして音楽に乗っておられる姿も見られ、みんなで楽

しませていただきました。 

 素敵な演奏を本当にありがとうございました！ 

 ギター奏者の尼田 成次様と、二胡奏者の吉田 優子

様が和楽荘でコンサートを開いてくださいました。 

 吉田様が、二胡の説明をしてくださいながら、「これは何

の音に聞こえますか？」と、二胡で馬のいななく音を表現さ

れたり、コンサート前に配られた歌詞カードの中から、みんな

が知っている曲を数曲選び、尼田様のギター伴奏で演奏

してくださいました。 

 アンコールの曲は「故郷」  日本の懐かしい曲を、二胡と

ギターの美しい音色で存分に味わう事が出来ました。 

 心地よく、素晴らしい演奏を楽しませていただき、ご利用

者様も大満足のご様子でした。ありがとうございました！！ 

   瀬戸内ハイツ ひょっとこ踊り同好

会の皆様が来てくださいました。 

 華やかな赤の衣装とユーモラスなお面

を付けた同好会の皆様がデイサービスに

入って来られ、軽快なリズムに乗って 

ひょっとこの楽しい踊りを披露して 

くださり、みんな大喜びでした。 

  


